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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
Ｍ
Ｖ
�
�
オ
ス
プ
レ
イ
を
使
用
し
た
日
米
共
同
訓
練
と
日
米
地
位
協
定
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

本
年
十
月
八
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
間
に
今
津
饗
庭
野
中
演
習
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
訓
練
の
名
称
は
「
国
内
に
お
け

る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
」
で
あ
る
。
同
訓
練
に
お
い
て
は
、
陸
上
自
衛
隊
と
米
海
兵
隊
と
の
相
互
運
用
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
射
撃
、
市
街
地
戦
闘
、
部
隊
の
輸
送
等
に
関
す
る
訓
練
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
「
国
内
に
お
け
る

米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
」
に
は
、
訓
練
を
実
施
す
る
要
員
と
訓
練
を
管
理
す
る
要
員
を
合
わ
せ
、
陸
上
自
衛
隊
の
中
部
方

面
隊
の
隊
員
四
百
二
十
九
名
及
び
米
海
兵
隊
第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
の
隊
員
八
十
六
名
が
参
加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同

月
十
六
日
の
訓
練
に
二
機
の
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
二
二
オ
ス
プ
レ
イ
（
以
下
「
Ｍ
Ｖ
二
二
」
と
い
う
。
）
が
使
用
さ
れ
た
。

「
国
内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
」
の
実
施
に
係
る
我
が
国
の
予
算
額
は
約
六
千
八
百
万
円
で
あ
る
が
、
米
側

の
予
算
額
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。
同
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
、
日
米
両
国
が
各
々
の
訓
練
実
施

に
係
る
経
費
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
日
米
の
負
担
割
合
」
を
事
前
に
設
定
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。

一



防
衛
省
が
、
中
国
、
四
国
及
び
九
州
地
域
並
び
に
そ
れ
ら
の
周
辺
海
空
域
に
お
い
て
同
月
二
十
五
日
に
実
施
さ
れ
る
旨
公

表
し
た
訓
練
の
名
称
は
「
日
米
共
同
統
合
防
災
訓
練
」
で
あ
る
。
同
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
に
お
け
る
自

衛
隊
の
活
動
（
主
に
指
揮
所
活
動
）
を
図
上
で
演
練
し
た
平
成
二
十
五
年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
に
お
け
る
成
果
に
つ
い

て
実
動
に
お
け
る
実
効
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
と
在
日
米
軍
等
と
の
連
携
要
領
の
確
立
及
び
震
災
へ
の
対
処
能

力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
津
波
被
害
を
想
定
し
た
、
海
上
捜
索
・
救
難
、
患
者
搬
送
及
び
孤
立
地
域

へ
の
物
資
等
の
輸
送
に
関
す
る
訓
練
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
日
米
共
同
統
合
防
災
訓
練
」
は
、
訓
練
を
実
施

す
る
要
員
と
訓
練
を
管
理
す
る
要
員
を
合
わ
せ
、
陸
上
自
衛
隊
の
中
部
方
面
隊
及
び
通
信
団
の
隊
員
約
二
百
名
、
海
上
自
衛

隊
の
自
衛
艦
隊
、
呉
地
方
隊
、
教
育
航
空
集
団
、
シ
ス
テ
ム
通
信
隊
群
及
び
自
衛
隊
呉
病
院
の
隊
員
約
二
百
十
名
、
航
空
自

衛
隊
の
航
空
総
隊
及
び
航
空
シ
ス
テ
ム
通
信
隊
の
隊
員
約
百
名
並
び
に
自
衛
隊
指
揮
通
信
シ
ス
テ
ム
隊
の
隊
員
約
十
名
並
び

に
米
海
兵
隊
第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
の
隊
員
約
二
十
名
が
参
加
し
、
二
機
の
Ｍ
Ｖ
二
二
が
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

同
訓
練
の
実
施
の
た
め
の
経
費
は
、
自
衛
隊
を
恒
常
的
に
維
持
し
、
訓
練
し
て
い
く
た
め
の
経
費
と
し
て
計
上
さ
れ
た
教

育
訓
練
費
、
燃
料
費
等
の
中
か
ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
同
訓
練
の
実
施
に
係
る
予
算
額
を
抽
出
し
て
申
し
上
げ
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
米
側
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。
同
訓
練
の
実
施
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

二



は
、
日
米
両
国
が
各
々
の
訓
練
実
施
に
係
る
経
費
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
日
米
の
負
担
割
合
」

を
事
前
に
設
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及

び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
日
米
地
位

協
定
」
と
い
う
。
）
第
二
条
�
⒝
の
規
定
に
基
づ
き
合
衆
国
軍
隊
が
一
定
の
期
間
を
限
っ
て
使
用
す
べ
き
施
設
及
び
区
域
に

関
し
、
日
米
地
位
協
定
第
二
十
五
条
�
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
合
同
委
員
会
を
通
じ
て
日
米
両
政
府
が
締
結
す
る
協

定
中
に
、
合
衆
国
軍
隊
が
当
該
施
設
及
び
区
域
を
使
用
し
て
い
る
期
間
中
に
適
用
さ
れ
る
日
米
地
位
協
定
の
規
定
の
範
囲
に

つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

「
国
内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
」
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
今
津
饗
庭
野
中
演
習
場
の
建
物
を
日
米
地
位
協

定
第
二
条
�
⒝
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
米
側
に
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
御

指
摘
の
平
成
二
十
五
年
防
衛
省
告
示
第
百
八
十
六
号
に
お
い
て
、
提
供
が
決
定
さ
れ
た
旨
を
告
示
し
て
お
り
、
一
方
、
「
日

三



米
共
同
統
合
防
災
訓
練
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
提
供
の
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
同
様
の
告
示
を
行
っ

て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
国
内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
」
に
お
い
て
同
条
�
⒝
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
米
側

に
提
供
さ
れ
た
施
設
及
び
区
域
に
つ
い
て
は
、
日
米
間
で
同
訓
練
に
お
け
る
演
習
場
の
使
用
の
在
り
方
を
踏
ま
え
調
整
し
管

理
し
た
が
、
基
本
的
に
は
自
衛
隊
が
管
理
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

日
米
地
位
協
定
第
二
条
�
⒝
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
施
設
及
び
区
域
と
し
て
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
を
許
さ
れ
る
期
間
及
び

当
該
使
用
期
間
に
お
け
る
当
該
施
設
及
び
区
域
の
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
施
設
及
び
区
域
の
態
様
、
使
用
の

在
り
方
等
に
応
じ
て
様
々
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

日
米
両
政
府
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
の
「
日
本
国
に
お
け
る
新
た
な
航
空
機
（
Ｍ
Ｖ－

��
）
に
関
す
る
日
米
合

同
委
員
会
合
意
」
に
お
い
て
、
日
本
国
内
の
沖
縄
以
外
の
場
所
で
Ｍ
Ｖ
二
二
の
飛
行
訓
練
を
行
う
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
ほ
か
、
本
年
十
月
三
日
付
け
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
の
共
同
発
表
に
お
い
て
、
「
特
有
の
能
力
を
備
え
た
Ｍ

四



Ｖ－

�
�
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
に
お
け
る
駐
留
及
び
訓
練
の
時
間
を
削
減
す
る
、
日
本
本
土
及
び
地
域
に
お
け
る
様
々
な
運

用
へ
の
参
加
」
等
の
機
会
を
活
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
旨
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
組
の
中
で
、
今
般
、

「
国
内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
」
に
お
い
て
Ｍ
Ｖ
二
二
を
使
用
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
沖
縄
の
負
担

軽
減
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
国
内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
」
に
お
い
て
Ｍ
Ｖ
二
二

を
使
用
し
た
訓
練
が
安
全
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
Ｍ
Ｖ
二
二
の
安
全
性
等
が
示
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
沖
縄
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
地
元
の
皆
様
に
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と

で
Ｍ
Ｖ
二
二
の
配
備
に
つ
い
て
地
元
の
皆
様
の
理
解
を
得
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五


